
1

６
月

日
（
水
）
に
、
新
篠
津

２３

村
上
篠
津
国
有
防
風
保
安
林
で
、

新
篠
津
村
上
篠
津
自
治
会
の
協
力

を
得
て
、
植
樹
を
実
施
し
ま
し
た
。

新
篠
津
村
に
あ
る
防
風
保
安
林

約

は
、
新
篠
津
村
長
と
石
狩

３７
ha

森
林
管
理
署
長
の
間
で
、
「
国
有

防
風
保
安
林
管
理
協
定
」
を
平
成

年

月
に
締
結
し
、
村
内
の
防

２０

１２

刈り払い作業も瞬く間に！！

風
保
安
林
の
パ
ト
ロ
ー
ル
や
不
法
投

棄
の
ご
み
集
め
、
植
樹
な
ど
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

今
回
、
上
篠
津
地
区
に
お
い
て
約

に
ヤ
チ
ハ
ン
ノ
キ
を

本
、
約

０．０４
ha

１００

２３

名
が
参
加
し
実
施
し
ま
し
た
。

現
地
は
、
台
風
等
に
よ
り
立
木
が

倒
れ
ク
マ
イ
笹
が
多
く
繁
茂
し
て
い カミネッコンに植えられた苗木を植樹

た
箇
所
で
、
電
動
草
刈
り
で
植
え
付

け
箇
所
の
刈
り
払
い
作
業
を
行
い
、

そ
の
後
、
昨
年
カ
ミ
ネ
ッ
コ
ン
に
植

え
て
い
た
も
の
を
植
樹
箇
所
に
並
べ

て
設
置
し
ま
し
た
。

参
加
さ
れ
た
皆
様
の
協
力
に
よ
り

予
定
時
間
よ
り
も
早
く
終
了
し
ま
し

た
。こ
の
取
り
組
み
は
、
今
後
も
継
続

し
て
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
り
、

地
域
に
根
ざ
す
防
風
林
の
保
全
に
努

め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

最
後
に
環
境
保
全
会
の
古
林
会
長

か
ら
「
防
風
林
は
農
作
物
の
被
害
を

防
ぎ
、
我
々
の
生
活
に
深
く
か
か
わ

っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
と
し

て
『
保
全
』
に
取
り
組
み
た
い
」
と

お
話
し
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（
大
江

流
域
管
理
調
整
官
）
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国
有
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植
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造
成
～
新
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津
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平
成

年
５
月

日

２２

２１

札
幌
工
科
専
門
学
校

と
、
石
狩
森
林
管
理
署

は
、
「
遊
々
の
森
」
の

協
定
を
締
結
し
、
名
称

を
「
札
工
専
学
び
の
森
」

と
命
名
し
ま
し
た
。

協
定
締
結
の
当
日

は
、
海
老
名

優

学
校

長
と
岩
瀬

聡

教
員
、

非
常
勤
講
師
の
農
学
博

士

高
橋

邦
秀

北
海

道
名
誉
教
授

３
名
が

石
狩
森
林
管
理
署
を
訪

れ
、
調
印
式
と
な
り
ま

し
た
。
札
幌
工
科
専
門
学
校

は
、
こ
れ
ま
で
も
「
野
幌
国
有
林
」瀬戸口署長（左）と海老名札幌工科専門学校長（右）

と
「
千
歳
国
有
林
」
に
お
い
て
植
生

調
査
及
び
生
育
調
査
等
、
実
習
を
通

じ
て
学
習
活
動
を
実
施
、
ま
た
、
支

笏
湖
復
興
の
森
づ
く
り
育
て
の
親
と

し
て
植
林
、
下
刈
り
等
森
林
復
興
活

動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
協
定
を
締
結
し
た
場
所
は
、

野
幌
国
有
林
で
ト
ド
マ
ツ
人
工
林
の

植
生
調
査
及
び
天
然
林
内
の
植
生
調

査
、
千
歳
国
有
林
で
人
工
植
栽
地
の

生
育
調
査
及
び
ク
ロ
エ
ゾ
マ
ツ
を
中

心
と
す
る
人
工
林
森
林
調
査
等
、
計

を
エ
リ
ア
に
平
成

年
３
月
ま

４５．３０
ｈａ

２５

で
３
年
間
の
活
動
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
（
大
江

流
域
管
理
調
整
官
）

左から岩瀬氏、瀬戸口署長、海老名学校長、高橋教授

静
岡
県
森
町
飯
田
財
産
区
で
は
議

会
議
員
を
中
心
に
２
年
に
一
度
林
業

先
進
地
の
視
察
研
修
を
行
っ
て
お
り
、

今
年
度
は

月

日
に
石
狩
森
林
管

7

15

理
署
で
の
実
施
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
財
産
区
議
員

名
と
事
務

9

局

名
の
総
勢

名
が
来
署
し
ま
し

2

11

た
。最
初
に
署
長
の
挨
拶
と
石
狩
署
の

概
略
説
明
、
引
き
続
き
業
務
第
一
課

長
よ
り
「
管
内
の
紹
介
」
を
パ
ワ
ー挨拶をする瀬戸口署長

ポ
イ
ン
ト
を
使
用
し
説
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
流
域
管
理
調
整
官
か
ら
は

・

の
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

H
21

H
22

ラ
ム
な
ど
の
取
り
組
み
結
果
や
今
後

の
予
定
に
つ
い
て
の
話
を
し
ま
し
た
。

森
町
か
ら
は
、
積
丹
町
・
森
林
農

地
整
備

セ
ン
タ

ー
・
石

狩
署
に

よ

る

「
共
同

施
業
団

地
」
に

つ
い
て

の
説
明

に
、
特

に
関
心

が
あ
っ
た
よ
う
で
、
経
費
分
担
割
合

な
ど
の
質
問
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
国

有
林
に
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
く
よ

う
引
き
続
き
Ｐ
Ｒ
を
し
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

（
陣
内

業
務
第
一
課
長
）

真剣に説明を受けている議員の皆様

「札工専学びの森」
遊々の森協定を締結

静
岡
県
森
町
飯
田
財
産
区
議
会
議
員

視
察
研
修
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平
成

年
７
月

２２

１２

日
（
月
）
積
丹
町
総

合
文
化
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て

積
丹
町
、

札
幌
水
源
林
整
備
事

務
所
、
石
狩
森
林
管

理
署
の
三
者
が
集
ま

り
、
積
丹
地
域
森
林

整
備
推
進
協
定
運
営

会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
積
丹
共
同
施
業
団

地
協
定
締
結
か
ら
３

年
目
を
迎
え
、
３
団

地
で
の
作
業
路
網
等

の
整
備
計
画
も
予
定

ど
お
り
進
め
ら
れ
て

「積丹地域森林整備推進協定
（共同施業団地）
運営会議」を開催

運営会議風景

お
り
、
「
婦
美
丸
山
地
区
（
石
狩
署

開
設
済
み
）
、
婦
美
六
地
区
（
石
狩

署
今
年
度
実
施
予
定
）
、
余
別
地
区

（
積
丹
町
今
年
度
実
施
予
定
）
」
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
に
つ
い
て
進
捗
状
況

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

間
伐
材
の
利
用
促
進
の
観
点
か
ら
、

作
業
路
網
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
協

定
の
効
果
が
発
揮
で
き
る
路
線
配
置

に
す
る
な
ど
、
今
後
の
見
通
し
に
つ

い
て
の
報
告
な
ど
、
細
部
に
つ
い
て

の
打
ち
合
わ
せ
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

（
大
江

流
域
管
理
調
整
官
） Ｈ 21年度に開設された婦美丸山地区作業道

平
成

年
６
月

日
（
木
）
岩
見

２２

１７

沢
市
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て

石

狩
振
興
局
他
総
勢

名
が
参
加
し
、

２７

森
林
行
政
連
絡
会
議
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
空
知
森
林
管
理
署
吉
田
署
長
の
開

催
挨
拶
に
続
き
、
昨
年
と
メ
ン
バ
ー

が
大
幅
に
入
れ
替
わ
っ
た
た
め
、
各

組
織
ご
と
に
自
己
紹
介
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

石狩空知森林行政連絡会議

ま
た
、
北
海
道
庁
の
組
織
改
編
に

伴
い
、
各
支
庁
が
振
興
局
（
総
合
振

興
局
）
に
、
各
森
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

が
振
興
局
（
総
合
振
興
局
）
森
林
室

へ
変
更
に
な
っ
た
こ
と
に
伴
い
、
運

営
要
領
の
改
正
を
行
い
、
そ
の
後
、

各
機
関
か
ら
の
情
報
提
供
、
民
国
連

携
の
取
組
な
ど
報
告
の
後
、
意
見
交

換
に
入
り
ま
し
た
。

各
機
関
か
ら
は
、
予
定
時
間
を
オ

ー
バ
ー
す
る
ほ
ど
活
発
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

（
大
江

流
域
管
理
調
整
官
）

☆参加組織☆

空知総合振興局
石狩振興局

後志総合振興局
北海道森林管理局

石狩森林管理署
空知森林管理署

空知森林管理署 北空知支署

「
石
狩
空
知
森
林
行
政
連
絡
会
議
」

が
開
催
さ
れ
る
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６
月

日
（
火
）

２９

に
、
浜
益
魚
つ
き
の

森
推
進
協
議
会
に
よ

る
植
樹
が
、
石
狩
森

林
管
理
署
毘
砂
別
森

林
事
務
所
管
内
の

「
森
の
巨
人
た
ち
１００

選
」
に
選
ば
れ
た
千

本
ナ
ラ
の
麓
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

当
協
議
会
は
、
北

海
道
の
「
北
の
魚
つ

き
の
森
」
事
業
に
則

し
、
森
林
が
持
っ
て

い
る
多
様
な
機
能
が

地
域
住
民
に
理
解
さ

れ
て
い
る
こ
と
に
基

づ
き
、
次
の
世
代
に

浜
益
地
区
内
の
貴
重

な
自
然
を
残
し
て
い
き
た
い
と
考
え
、

浜

益

地

区

内

の

森

林

の

整

備

・

保

全

及

び

環

境

の

保

全

を

推

進

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

「浜益魚つきの
森推進協議会事業」

植樹活動を実施

子供たちも元気に参加

て
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
平
成

年
７
月

日
に

１７

２５

石
狩
森
林
管
理
署
「
国
有
林
に
お
け

る
森
林
整
備
の
活
動
に
関
す
る
協
定
」

を
結
び
、
毎
年
ミ
ズ
ナ
ラ
を
植
樹
し

て
き
ま
し
た
。

当
日
は
、
石
狩
市
立
浜
益
小
学
校

４
年
生

名
及
び
石
狩
湾
漁
業
協
同

１２

組
合
浜
益
女
性
部
４
名
が
参
加
、
総

勢

名
が
植
樹
に
参
加
し
ま
し
た
。

３５参
加
者
は
、
快
晴
で

度
近
い
猛

３０

暑
の
中
汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
、
ミ

ズ
ナ
ラ

本
を
植
樹
し
、
千
本
ナ
ラ

１５０

の
よ
う
な
雄
大
な
樹
木
に
な
る
よ
う

願
い
な
が
ら
帰
途
に
つ
き
ま
し
た
。

（
古
田

浜
益
上
席
森
林
官
）

猛暑の中の植樹でした

７
月
２
日
（
金
）、
厚
田
森
林
事
務

所
部
内

い
２

林
小
班
に
お
い
て
、

２４３

石
狩
湾
漁
業
協
同
組
合
、
は
ま
な
す

会
、
石
狩
振
興
局
森
林
室
、
石
狩

OB市
、
石
狩
森
林
管
理
署
な
ど
、
計
４

７
名
の
参
加
に
よ
り
植
樹
事
業
が
実

施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
取
組
は
、
平
成

年

月

２０

１０

１０

日
に
石
狩
湾
漁
業
協
同
組
合
と
石
狩

森
林
管
理
署
と
の
間
で
結
ば
れ
た
協

定
、
「
清
流
を
守
り
豊
か
な
海
を
育

む
た
め
の
森
林
づ
く
り
活
動
」
に
基

づ
き
、
実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
今植樹風景

年
で
３
年
目
に
な
り
ま
す
。

時

分
に
石
狩
湾
漁
協
前
に
集

１４

３０

合
し
、
各
自
車
両
に
分
乗
し
植
樹
会

場
へ
。
植
樹
し
た
苗
木
は
樹
高
約
１

の
ハ
ル
ニ
レ

本
で
、
主
に
前
年

m

300

度
植
栽
地
の
補
植
を
行
い
ま
し
た
。

植
樹
箇
所
は
石
れ
き
が
多
く
植
樹

に
手
間
取
り
ま
し
た
が
、
穴
掘
り
役
、

植
え
付
け
役
と
役
割
分
担
等
を
し
な

が
ら
作
業
を
進
め
、
一
部
下
草
刈
り

も
実
施
し
ま
し
た
。

当

日

は

非

常

に

蒸

し

暑

く

、

参

加

者

は

汗

だ

く

に

な

り

な

が

ら

も

、

植

え

た

木

が

、

将

来

、

山
と
海
の
架
け
橋
に
な
る
こ
と
を
願

っ
て
、

本
一
本
丁
寧
に
植
え
て
い

一

ま
し
た
。

（
鎌
田

次
長
）

「
清
流
と
魚
を
守
る
森
林
づ
く
り
」
植
樹
を
実
施
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５
月

日
（
金
）
、

２１

野
幌
国
有
林
に
お
い

て
、
に
れ
の
き
会
恒

例
の
植
樹
行
事
が
、

に
れ
の
き
会
員
（
約

名
）
、
北
海
道
森
林

６０管
理
局
、
石
狩
森
林

管
理
署
、
事
務
局
の

総
勢
約

名
が
参
加

７６

し
、
盛
大
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

に
れ
の
き
会
は
、

昭
和

年
林
政
統
一

２２

後
の
林
野
庁
関
係
退

職
者
で
札
幌
市
及
び

近
郊
に
居
住
し
、
本

会
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
方
を
会
員
と

し
、
会
員
相
互
の
連
絡
と
連
絡
協
議

を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

当

日

は

曇

り

空

で

し

た

が

、

時

折

晴

れ
間

も

見

え

る

植

樹

行

事

に

適

し

た

天

候
と
な
り
ま
し
た
。

能
勢
会
長
の
挨
拶
に
は
じ
ま
り
、

にれのき会植樹行事開催！！
森林整備活動も実施

（野幌国有林）

瞬く間に植樹も終了

山
田
森
林
管
理
局
長
を
は
じ
め
局
幹

部
の
紹
介
、
瀬
戸
口
石
狩
森
林
管
理

署
長
等
の
紹
介
後
、
植
樹
行
事
箇
所

へ
移
動
し
ま
し
た
。

植
樹
箇
所
に
お
い
て
、
阿
部
野
幌

森
林
官
に
よ
る
植
樹
方
法
の
実
演
と

注
意
事
項
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

会
員
各
自
植
樹
を
開
始
し
、
瞬
く
間

に
ト
ド
マ
ツ
、
ハ
ル
ニ
レ
等
予
定
本

数

本
の
植
栽
を
完
了
し
ま
し
た
。

２５０植
樹
行
事
の
前
に
は
、
ア
カ
エ
ゾ

マ
ツ
人
工
林
の
枝
打
ち
と
、
明
治
４２

年
開
設
の
野
幌
樹
木
園
内
の
樹
名
版

の
張
り
替
え
作
業
を
行
い
、
快
い
汗

を
か
く
と
と
も
に
会
員
相
互
の
親
睦

も
図
ら
れ
た
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

（
大
江

流
域
管
理
調
整
官
）

樹名版の張り替え作業

平
成

年

月

日

か
ね
て
か

22

5

27

ら
、
森
林
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
よ

り
要
望
の
あ
っ
た
支
笏
水
明
林
道
か

ら
国
道
へ
の
出
口
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
設
置
し
ま
し
た
。

支

笏

水

明
林
道
は
、

台

風

号

18

に

よ

り

被

害

を

受

け

た

跡

地

を

「

森

林

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

に

よ

る

森

林

再

生

の
森
」
と
し
て
、「
Ｃ
Ｇ
Ｃ
の
森
」「
Ｂ

☆
Ｂ
の
森
」
「
コ
ン
サ
百
年
の
森
」

な
ど
多
く
の
植
樹
箇
所
が
あ
る
と
こ

ろ
へ
通
じ
る
林
道
で
す
。

作
業
を
終
え
た
団
体
等
が
帰
路
に

つ
く
た
め
林
道
か
ら
国
道
に
出
よ
う

と
す
る
場
所
は
、
従
来
か
ら
見
通
し

が
悪
く
危
険
な
場
所
と
し
て
危
惧
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

右からの車がいつ来るかわかりにくい

今

回

設

置

し

た

カ

ー

ブ

ミ

ラ

ー

は

、

走

っ

て

く

る

車

を

確

認

し

や

す

い

よ

う

に

、

国

道

の

対

面
側
の
国
有
林
内
に
設
置
、
さ
ら
に

国
立
公
園
内
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
環

境
省
支
笏
湖
自
然
保
護
官
事
務
所
と

相
談
し
て
環
境
省
で
統
一
さ
れ
て
い

る
茶
色
に
支
柱
等
を
塗
り
ま
し
た
。

今
後
は
、
林
道
か
ら
の
出
口
で
、

ヒ
ヤ
ヒ
ヤ
す
る
こ
と
も
無
く
な
る
で

し
ょ
う
。（
大
江
流
域
管
理
調
整
官
）

国道の対面側の国有林内に設置

奥まではっきり見えます。

国

道

へ

の合

流

を

安

全

に

（
支
笏
水
明
林
道
出
口
に
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
設
置
）
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毎
年
実
施
し
て
お
り
ま

す
当
署
の
林
野
火
災
消
火

訓
練
を
、
５
月

日
に
署

２４

内
及
び
各
現
場
職
員
を
対

象
と
し
て
、
野
幌
森
林
事

務
所
部
内

林
班
に
お
い

４２

て
実
施
し
ま
し
た
。

当
日
は
曇
り
空
の
中
、

北
広
島
市
消
防
署
・
札
幌

市
厚
別
消
防
署
・
江
別
市

消
防
署
の
方
々
が
訓
練
状

況
の
視
察
に
こ
ら
れ
、
緊

張
し
た
面
持
ち
で
訓
練
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
ず
、
池
の
水
を
ポ
ン

プ
に
よ
り
組
立
水
そ
う
に
給
水
、
薬

H22林野火災
消火訓練について

剤
を
混
ぜ
撹
拌
し
消
火
薬
剤
を
作
製
。

そ
の
消
火
薬
剤
を
ポ
ン
プ
を
利
用

し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
用
バ
ケ
ッ
ト
に

補
給
す
る
空
中
消
火
の
訓
練
を
し
ま

し
た
。

併

せ

て

陸

上

消

火

訓

練

と

し

て

、

ホ

ー

ス

及

び

ジ

ェ

ッ

ト

シ

ュ

ー

タ

ー

を

使

用
し
た
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

訓
練
は
万
一
の
火
災
が
起
き
た
場

合
の
対
応
で
あ
り
、
出
来
る
こ
と
な

ら
消
火
活
動
を
行
わ
な
い
で
済
み
た

い
も
の
で
す
。

（
陣
内

業
務
第
一
課
長
）

近
年
、
国
有
林
内
に
お
い
て
も
火
災
が
発

生
し
て
お
り
ま
す
。
次
の
こ
と
に
注
意
願

い
ま
す
。

山
火
事
注
意

①
タ
バ
コ
の
火
は
責
任
を
持
っ
て

後
始
末
を
し
、
吸
殻
は
持
ち
帰
る

こ
と
。

②
ゴ
ミ
な
ど
投
棄
せ
ず
、
ゴ
ミ
収

集
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

７
月
５
日
、
署
会
議
室
に
お
い
て

全
国
安
全
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て

安
全
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

林
野
庁
殉
職
者
へ
の
黙
祷
の
後
、

署
長
挨
拶
、
局
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
、

安
全
標
語
入
選
作
表
彰
等
を
行
い
、

午
前
の
部
は
終
了
。

午
後
は
、
札
幌
西
警
察
署

飯
原
係

長
か
ら
交
通
安
全
講
話
を
受
け
、
最

近
の
事
故
の
傾
向
は
車
両
と
自
転
車

の
接
触
事
故
が
激
増
し
て
お
り
、
昨

年
西
警
察
署
管
内
で
発
生
し
た
死
亡

事
故
事
例
を
ボ
ー
ド
を
使
用
し
な
が

ら
の
説
明
に
、
職
員
は
真
剣
に
聞
き 安全標語入選作表彰

入
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
休
憩
を
は
さ
み
、
職
員
を

代
表
し
藤
田
技
官
よ
り
安
全
宣
言
が

な
さ
れ
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
根
田
総
務
課
長
）

交通安全講話をする札幌西警察署飯原係長

安全宣言をする藤田技官

＜ﾍﾘｺﾌﾟﾀｰ用ﾊﾞｹッﾄを利用した空中消火＞

＜ﾎﾟﾝﾌﾟを利用した陸上消火＞

Ｈ

年
度
安
全
大
会

開
催
さ
れ
る

２２
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濃昼山道保存会
全国森林レクリェーション協会長賞受賞

この度、第２２回森林レクリェーション地域美化活動コンクール（社団法人 全国森林

レクリェーション協会）において、濃昼山道保存会（会長 田中 秀隆）が全国森林レク

リェーション協会長賞を受賞しました。

濃昼山道とは、石狩市厚田区安瀬（やそすけ）から厚田区濃昼（ごきびる）にまたがる

日本海側に面し、安政４年（１８５７年）に幕府の北方警備に要路として開かれた歴史的

な山道で、厚田から留萌にぬける唯一の重要な生活道路として利用されていましたが、昭

和４６年の国道２３１号線開通により通行が途絶え、忘れられた山道となっていました。

保存会はこの忘れられた山道を、歴史的、地理的、教育的意義の大きさから、可能な限

り復元、保存し貴重な歴史的遺産として後世に引き継ぐことを目的として平成１２年に設

立し、以降６年間にわたり倒木や深い笹藪に覆われた山道を切り開き、全長約１１㎞の山

道を三十有余年ぶりに蘇らせました。

平成１３年に当署と協定締結し６年間にわたり苦難を乗り越え、手作業による笹刈りや

倒木処理などを行い、深い笹藪に覆われ忘れられた歴史的山道を切り開き蘇らせ、現在も

引き続き笹刈り、倒木処理、路肩の補修、清掃など山道の整備、パトロール活動を行いな

がら、森林環境教育や良好な自然環境の保全に貢献しています。

当署としては、パンフレットを作成し石狩市や関係機関と連携しＰＲに努めています。

（菊地森林ふれあい係長）

濃昼峠より浜益側を望む（撮影：菊地森林ふれあい係長）
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６
月

日
に
、
石
狩
森
林
管
理
署

28

業
務
第
一
課

技
術
専
門
官
の
中
山

雅
裕
さ
ん
（

年
表
彰
）
、
野
幌
森

３０

林
事
務
所
森
林
官
の
阿
部
直
也
さ
ん

（

年
表
彰
）
の
お
二
人
が
、
永
年

２０
勤
続
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

おめでとうございます！！
永年勤続表彰

勤
続

年
表
彰
を
受
賞
し
て

３０

昭
和
年
４

５５月
１
日

に
北
海

道
営
林

局
（
現

北
海
道

森
林
管

理
局
）

に
採
用

に

な

り
、
営

林
署
の
仕
事
の
事
も
よ
く
分
か
ら
ず
に
翌

年
に
は
静
内
営
林
署
（
現
日
高
南
部
森
林

管
理
署
）
に
転
勤
と
な
り
ま
し
た
。
静
内

で
は
な
れ
な
い
山
の
仕
事
に
、
い
つ
辞
め

よ
う
か
い
つ
辞
め
よ
う
か
ば
か
り
考
え
て

い
た
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

楽
し
い
こ
と
も
辛
い
こ
と
も
数
多
く
あ

り
、
そ
れ
で
も
こ
の
６
月

日
に
勤
続

２８

３０

年
の
表
彰
を
受
け
る
こ
と
が
出
来
る
の

は
、
た
く
さ
ん
の
人
達
に
助
け
ら
れ
て
き

た
か
ら
だ
と
思
い
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
自
宅
を
持
ち
、
子
育
て
も
終
了

し
、
今
後
は
夢
を
探
し
て
楽
し
く
仕
事
が

出
来
れ
ば
良
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
式
典
及
び
懇
親

会
を
開
催
し
て
下
さ
っ
た
局
幹
部
、
そ
し

て
総
務
課
の
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

中
山
雅
裕

勤
続

年
表
彰
を
受
賞
し
て

２０

こ
れ
ま
で
様
々
な
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
が
、
周
囲
の
方
々
に
生
か
さ

れ
支
え
ら
れ
て
勤
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

今
後
も
「
感
謝
」
の
気
持
ち
を
忘

れ
ず
、
業
務
に
励
ん
で
生
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

阿
部
直
也

今
年
度
は
お
二
人
の
方
々
が
永

年
勤
続
表
彰
を
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
お
二
人
の
活
躍
を
期
待

し
ま
す
。

（
石
狩
森
林
管
理
署
広
報
委
員
会
）

編

集

後

記

北
海
道
日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
か
ら
目
が
離

せ
な
い
。

開
幕
か
ら
の
絶
不
調
で
最
大

あ
っ
た
負
け
越

１４

し
を
交
流
戦
以
降
絶
好
調
で
、
あ
っ
と
い
う
間
に

五
分
に
し
て
し
ま
っ
た
。

き
ら
星
の
よ
う
な
選
手
は
ダ
ル
ビ
ッ
シ
ュ
有
投

手
以
外
思
い
浮
か
ば
な
い
が
・
・
・
。

明
ら
か
に
違
っ
て
き
た
と
思
え
る
の
は
、
チ
ー

ム
カ
ラ
ー
で
あ
る
繋
ぐ
野
球
に
徹
し
、
全
員
野
球

が
戻
っ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
選
手
間
の
信
頼
関

係
が
築
か
れ
れ
ば
こ
う
も
違
っ
て
く
る
と
い
う
こ

と
か
。
情
報
化
時
代
に
あ
っ
て
は
、
打
ち
合
わ
せ
や
連

絡
等
に
よ
り
情
報
の
共
有
を
図
る
こ
と
が
よ
り
重

要
と
な
り
、
信
頼
関
係
も
構
築
さ
れ
る
。
広
報
「
い

し
か
り
」
も
及
ば
ず
な
が
ら
そ
の
役
目
の
末
席
を

担
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
嬉
し
い
。

強
引
に
こ
じ
つ
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
後
半
戦

も
ガ
ン
バ
レ
！

（
日
ハ
ム
フ
ァ
ン
）

石
狩
森
林
管
理
署
広
報
委
員
会

委
員
長

次
長

委

員

総
務
課
長

流
域
管
理
調
整
官

総
務
係
長

事
務
局

森
林
ふ
れ
あ
い
係

住

所

〒

‐
064

0809

札
幌
市
中
央
区

南

条
西

丁
目

‐
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